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付加体地質の観点に立った秩父累帯のユニット区分と四国西部の地質＊  
Unit division for the Chichibu Composite Belt from a view point of accretionary tectonics and  
geologyofwesternShikoku，Japan＊  

Abstract  

This paper proposes a unit division applicable for the entire  

Chichibu Composite Belt based primarily onlithologic charac－  

ter・The Permian Sawadani Unit（NC－P），Lower－Middle  

Jurassic Yusugawa（NC－Js），Sumaizuku（NC－Ja），Kamiyosida  

（NC－Jβ）units，and uppermost Jurassic－Lower Cretaceous  

KashiwagiUnit（NC－JK），teCtOnically from top to bottom，are  

recognizedin the Northern Chichibu Belt．TheJurassic－Lower  

Cretaceous Ohirayama（SC－Jα），Togano（SC－Jβ）and Sambosan  

（SC－JK）units are recognizedin the Southern Chichibu Belt．  

Oceanic plate stratigraphy for accretionary complexes in the 

Northern and Southern Chichibu belts are generally similar to 

each other，but some criticaldi仔erences are also recognizable．  

TheSambagawametamorphisma仔ectedaccretionarycomplexes  
not only of the Northern Chichibu Belt but also of the Southern 

Chichibu Belt．   

A 3LI）diagram using this，unit division for the Chichibu  

Composite Beltin western Shikokuis depicted．Componentsof  

the Kurosegawa Belt are tectonically sandwiched between units 

Of the Northern and Southern Chichibu belts and die out to the  
northwest．The following processes wellexplain the distribu－  

tion pattern of the Kurosegawa Beltin the area：（1）formation  
of accretionary complexes in the Northern and Southern 
Chichibu belts，（2）juxtaposition of the Northern Chichibu and  

SouthernChichibubeltsduetolarge－SCalestrikeslipmovement，  

（3）Sambagawa metamorphism（ca．100Ma），and（4）local  

exhumation of deeper part of Southern Chichibu accretionary  

COmplexes．   
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いない．本特集で取り扱った四国西部（Fig．1）は，秩父累帯  

区分の発祥の地である四国のなかでは，例外的に黒瀬川帯の  

構成岩頬の分布がとぎれる地域である．このような地域で  

は，北部秩父帯とは何なのか，南部秩父帯とは何なのかを十  

分に認識してはじめて，秩父累帯の地体構造区分を行うこと  

ができる．   

本論文は2つの部分からなる．前半では，西南日本全域の  

秩父累帯に関する研究成果をレビューし，付加体地質の観点  

に立った北部秩父帯および南部秩父帯についてのわれわれの  

認識を示す．そこでは，南北両帯に分布する付加体の特徴を  

記載するとともに，海洋プレート層序の復元，変成作用・変  

成年代について述べ，広域に適用しうるユニット区分を提案  

する．この区分は，われわれが四国西部の地質を理解するう  

えでのよりどころとなっている．後半では，本特集を構成す  

る個別の論文の成果を総括し，黒瀬川帯が消滅する状況を含  

めて，四国西部秩父累帯における地質体の空間分布を示す．   

は じ め に  

西南日本外帯は北から三波川帯，秩父累帯，四万十帯から  

なり，顕著な地質体の帯状配列で特徴づけられる．秩父累帯  

（Fig．1）はさらに北・中（黒瀬川）・南の3帯に区分され  

（山下ほか，1954など），西南日本外帯の帯状配列をさらに  

際だったものにしている．秩父累帯を区分する際，400Maの  

花崗岩頬，高度変成岩類，非変成シルルーデポン系といった周  

囲の地質からは異質な地層・岩石からなる地帯（黒瀬川帯）  

を基準として，それより北を北帯，南を南帯ととらえるのが  

普通である．つまり，秩父累帯の区分に際しては，黒瀬川帯  

が主役であり，南北両帯は受動的に認定されてきたといえ  

る．このことは，秩父累帯の主要部分がジュラ紀の付加体で  

あると認識されるようになった現在でも，基本的に変わって  

■日本地質学会第105年総会・シンポジウム（1998，東京）にて一部  
講演．   
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Fig．l．IndexmapoftheChichibuCompositeBelt．  

さらに，今回の検討をとおして得られた知見をもとに，  

Murata（1982）の大規模デッケ説と磯崎・板谷（1991）の黒  

磯瀬川クリッペ説を検証する．最後に，四国西部秩父累帯の  

形成について，われわれの基本的な考え方を提示する．   

なお，本論文では秩父累帯を，北を御荷鉾構造線を介して  

三波川帯と，南を仏像構造線を介して四万十帯と境される地  

帯であるという一般的なとらえ方を踏襲しているが，これに  

関しても再検討が必要であると考えている．  

秩父累帯のユニット区分の概要  

付加体は，一般的には，陸源物質と海洋性物質とがさまざ  

まな割合で混合したものである．付加体の岩質上の性質は，  

構成する物質の種類，混合比，混合状態などによって左右さ  

れる．ここでは，地質図に表現できる程度の広がりをもち，  

類似の岩質で特徴づけられる地質体をユニットと称すること  

にする．したがって，ユニットの定義においては，岩質上の  

性質が基本となる．産出化石による地層の年代や変成度・変  

形度は，そのユニットの属性とみなされる．このようにユ  

ニットを定めた場合，隣接するユニットが断層で接すること  

もあるし，あるユニットが上下方向あるいは側方へ移化して  

別のユニットになることもある．なお，ここでのユニットは  

付加体を念頭においているが，研究が十分に進んでいない地  

域においては，付加体以外の地層が含まれている場合もあり  

うる．   

北部秩父帯および南部秩父帯の内部をさらにいくつかの地  

質体に区分する考えは，これまでにいくつか提示されてい  

る．ここでは，北部秩父帯については，Fujimoto（1935）の  

関東山地西部を検討したものを基本としつつ，四国で行われ   

たYamakita（1988），山北（1989）の区分を加味した結果を  

提案する．一方，南部秩父帯については付加体地質の観点か  

ら総括したMatsuokaandYao（1990）やMatsuoka（1992）  

の検討結果を適用するとともに，新たな提案を行う．ユニッ  

トの模式地については，研究上のいきさつを重視し，ユニッ  

トを代表する地層が典型的に分布する地域から選んだ．結果  

的には，以下に示すようにそれらは四国と関東山地西部に集  

中することになった．北部秩父帯については，沢谷ユニット，  
ゆすがわ すまいづく  

遊子川ユニット，住居附ユニット，上吉田ユニット，相木ユ  

ニットの5つのユニットが，南部秩父帯については，大平山  

ユニット， 斗賀野ユニット，三宝山ユニットの3つのユニッ  

トが認定される．四国と関東山地におけるユニット区分を  

Fig．2およびFig．3に示す．なお，沢谷ユニットについて  

は，古典的には北部秩父罵のメンバーとされていたが，近年  

は黒瀬川帯に含められることが多い（八尾，1985；磯崎・  

板谷，1990など），しかしながらこのユニットは，本来の黒瀬  

川帯を特徴づける石炭紀よりも古い古期岩類や，白亜紀より  

も古い浅海性の地層などを一切含んでおらず，その他いくつ  

かの特徴からも，北部秩父帯のメンバーとするのが適当であ  

ると考える．この問題については，本特集の別論文（山北，  

1998b）において詳しく述べられているので参照されたい．   

各ユニットの名称として，地名を冠する従来の方式ととも  

に，以下に示すような各ユニットの特徴を系統的に表す記号  

表記をあわせて提案する．この記号表記とは，北部秩父帯の  

場合はNC（NorthernChichibuの頭文字），南部秩父帯の場  

合はSC（SouthernChichibuの頭文字）に，各ユニットの形  

成年代を示すアルファベット（ペルム紀ならP，ジュラ紀な  

らJ，ジュラ紀一白亜紀境界付近ならJK）をつけ，さらに場   



松岡 笥・山北 聡・榊原正幸・久田健一郎  636  19g8一っ  

N．ChichibuBelt  Kurosegawa Belt S．ChichibuBelt  

I ■陶m・・Jura・   ■oh吻訓aU・  

匡】恥C鵬0血相us   ■ToganoU・  

SawadaniU．   

YusugawaU．   

SumaizukuU．   

KamiyoshidaU．  

■  Sam加持anU．   

」伽h毒wag軋  

Fig・2・Unitdivisiol］fortheChlChibuCompositeBeltinShikoku．ThelocatioTlisshownir］Fig．1．  

合によっては各ユニットの空間分布上の位置を表すギリシャ  
文字やアルファベットを付す．なお，この表記における形成  

年代等の記引ま，各ユニットについての理解の便宜上 それ  

らの重要な属性を示したものであり，ユニットの定義に関わ  

るものではない．先に示した各ユニットをこの表記法で表す  

と，北部秩父帯については，沢谷ユニット（NCP），遊子川  

ユニット （NCJs），住居附ユニット（NC－Jα），上吉田ユ  

ニット（NCJβ），柏木ユニット（NCJK）となる．NC－J（Ⅰ  

やNCJβの末尾のギリシャ文字は，各ユニットの構造的累  

垂順序を，上位をα，下位をβとして示してある．NC－Jsの  

末尾のsは，NC－JaとNC．Jβの累垂関係とは別に，それら  

とは側方漸移ないし指交関係で，北部秩父帯中で南側（sは  

SOuthのsを示す）に分布することを意味している．南部秩  

父帯についての記号表記は，大平山ユニット（SC－Jα），斗賀  

野ユニット（SCpJβ）．三宝LL［ユニット（SC－JK）となる．ギ  

リシャ文字については，北部秩父帯のものと同様に，構造的  

上位をα，F位をβとしている．   

それぞれのユニットの形成に関与した海洋プレートの層序  

の復元は，これまでに公表されてきたデータおよび本特集  

（本論文を含む）で報告したデータから，岩相と化石年代との  

関係を整理して試みた．とくに，海洋プレート層序の最上部  

をなす陸源砕層岩規の年代を可能なかぎり示すように努め  
た．この陸源砕層岩類の堆積年代は，付加体の形成年代より  

は古く，両者は厳密には一致しない．しかしながら，陸廟砕  

層岩類の堆積年代は，通常，付加直前の年代を示すと期待さ  

れることから，ここでは付加体（ユニット）の形成年代を陸  

源砕層岩類の堆積年代で代表させる．ジュラ系および下部白  

亜系の放散虫化石帯区分およぴその年代的位置づけは．  

Matsuoka（1995a）の結果に従っている．なお，化石帯を表  

示する際には，JR5やKRlなどのコードをもちいる．それ  

ぞれのユニットについて復元した海洋プレート層序をFig．4  

に示す．   

変成作用・変成年代については，塩基性岩の変成作用と白  

色書母の放射年代についてのデータを整理し，付加体が受け  

た変成作用について検討した（Tablel）．   
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らの石灰岩体を遊子川ユニット中に含まれている巨大なブ  

ロックであると解釈しておく．  

（2）遊子川ユニット（NC－Js）   

本ユニットは主として混在若からなり，泥質基質中に種々  

の岩石のブロックを含む．ブロックとして含まれているの  

は，砂岩・チャート・塩基性火山岩類・石灰岩などである．  

量的には砂岩のブロックが最も多く，長径がcmオーダーの  

ものからkmオーダーのものまでさまざまなサイズのもの  

がある．また，本ユニットの中はどの層準に，厚さ数百m程  

度に達する，一部に礫岩を伴う砂岩および砂岩がちの砂岩泥  

岩互層が挟まれる．チャートのブロックは一般には少なく，  

上吉田ユニット・住居附ユニットとの境界部付近でやや多い  

が，これから離れるにつれ急激に減少し，岩相上典型的な部  

分では全体の10％を越えることはない．塩基性火山岩類に  

関しては，沢谷ユニットのものと同様のよく発泡した枕状溶  

岩であることが多く，数百m～数km大の大規模な岩体が含  

まれることもある．また一部では，沢谷ユニットに由来する  

と考えられるペルム紀砕屑岩が，単独で小規模なブロックな  

いし礫として，あるいは塩基性火山岩類に伴われて巨大なブ  

ロックの一部として，含まれていることがある．石灰岩は数  

十～百mオーダー以下の小規模なものがはとんどである．  

本ユニットは，上吉田・住居附両ユニットに比して，チャー  

トに乏しく，混在岩を主体とすることで特徴づけられる．   

遊子川ユニットは，北部秩父帯中の南半部に分布し，後述  

するように上吉田ユニットおよび住居附ユニットとは側方に  

漸移する関係にある．Yamakita（1988），山北（1989）のコ  

ンプレックスSから既述の沢谷ユニットを除いた部分がこ  

れにあたる．本ユニットは四国では普遍的に認められるが，  

関東山地では分布が狭く，また必ずしも岩相的に典型的とは  

いえない．そこで，四国西部において本ユニット相当部分に  

対して用いられてきた遊子川層群（市川はか，1956；中川は  

か，1959）の名称を，ユニット名として採用する．   

本ユニットに相当するものとしては，四国では，岩倉層・  

石見層（Yamakita，1988），仁淀川ユニット（Hada and  

Kurimoto，1990）の一部などがあり，関東山地では，仁田LLl  

層（松丸ほか，1979；指田，1992a，b）の一部や，蛇木層  

（大久保・堀口，1969）がこれに相当する．  

（3）住居附ユニット（NC－Jα）   

本ユニットは，塩基性火山岩類，チャート，混在岩，砂岩  

からなる．塩基性火山岩類・チャートはスラブ状の産状を示  

し，同一スラブのなかで塩基性溶岩の上にチャートが整合的  

に累重するのが観察される．本ユニットの典型的な部分で  

は，側方に連続性のよい（kmオーダー）これらのスラブが，  

砕屑岩頬と等量ないしそれ以上の比率をもって繰り返し重  

なっている．塩基性火山岩類の多くは塊状溶岩であり，枕状  

溶岩や火砕岩はまれである．チャートの色調は，赤色，白色  

または青灰色であるが，一連の層序が確認できるところで  

は，下部（すなわち塩基性溶岩の直上）では赤色で，上位へ  

向かうに従い白色に移化する．本ユニットを特徴づけるの  

は，これら塩基性塊状溶岩と赤色チャートの存在である．本  

ユニットは一般に変形・変成ともに弱く，片理は全く見られ   

北部秩父帯   

1．ユニットの特徴と分布  

（1）沢谷ユニット（NC－P）   

本ユニットは，kmサイズの大規模な石灰岩体やこれを伴  

う塩基性火山岩頬と，その周辺の泥質混在岩主体の砕屑岩  

類，および石灰質砂岩や砂岩泥岩細互層・泥質岩を原岩とす  

る弱変成岩類（鈴木はか，1990など）などからなる．また，  

最大幅1km，長径5kmの蛇紋岩岩体を伴う．本ユニットの  

塩基性火山岩類は，よく発泡した枕状溶岩を主とすることが  

特徴である．本ユニットの泥質混在岩は，遊子川ユニットの  

それとやや似かよっている部分もあるが，砂岩の大規模な岩  

体をはとんど含まず，またチャートの岩塊により乏しいこ  

と，泥岩と成層する酸性凝灰岩を伴うことなどの点で異なっ  

ている．   

本ユニットの石灰岩体からは石炭紀～ペルム紀の化石が報  

告されている．泥質若からはペルム紀の放散虫化石が報告さ  

れており，遊子川ユニットなど他のユニットの泥質岩がジュ  

ラ紀（ないし白亜紀初頭）であることと異なっている．本ユ  

ニットからは，トリアス紀以降の時代を示す化石は知られて  

いない．また，弱変成岩頬は約200MaのK－Ar年代を示し  

（鈴木ほか，1990；磯崎・板谷，1991など），後述するように  

他のユニットが被っている三波川変成作用よりも，明らかに  

古い変成作用の産物である．   

本ユニットは，北部秩父帯中で構造的最上位を占め，通常，  

住居附ユニットおよび遊子川ユニットの上位に累重するが，  

一部では住居附ユニットさらには上吉田ユニットをも欠い  

て，上吉田ユニットまたは相木ユニットの上に直接累重する  

場合もある．Yamakita（1988）は，この地質体が北部秩父帯  

中で最上位の層準に集中することを指摘したが，同様の岩石  

がジュラ紀コンプレックス中にブロックとして含まれている  

ことを根拠として，この地質休もジュラ紀オリストストロー  

ム中のブロックないしブロックの集合体であると考え，本論  

における遊子川ユニットと一括してコンプレックスSと呼  

んだ．しかしながら，全体の規模として，上吉田ユニットや  

住居附ユニットなどのユニットに匹敵するだけの分布範囲を  

もつので，独立したユニットとして扱い，沢谷ユニットと呼  

ぶことにする．ユニットの名称は，本ユニットが最も典型的  

に分布する，四国東部沢谷付近の沢谷層群（平山はか，1956）  

に由来する．   

本ユニットに相当するものとしては，四国中央部の白木谷  

層群（Suyari，1961）の一部（土佐山層；Yamakita，1988）  

や，四国中西部，鳥形山一大野ケ原の石灰岩一緑色岩体とその  

周辺の地質体，紀伊半島西部の境川層（栗本，1986b）などが  

ある．関東山地西部で山中白亜系の北側に分布する，叶山一二  

子J」などの石灰岩体は，年代や岩質，規模などから見ると，  

本ユニット中の石灰岩体に類似し，本ユニットに含まれる可  

能性がある．しかし，塩基性火山岩頬を伴っておらず，また  

周囲からペルム紀砕屑岩類が確認されていない．その近辺の  

蛇木層の泥質岩からはジュラ紀古世の放散虫が報告されてい  

るので（久田・岸田，1987；本報告で後述），現時点ではこれ  
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SiJiceous mudstone  
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Basalt  

Chert   

Siliceousclaystone  

Fig・4・Oceanicplatestratigraphyforunitsin theChichibuCompositeBelt．RadiolarianzonationfortheJurassic  
and LowerCretaceousisafterMatsuoka（1995a）．  

ない．   

本ユニットは，上吉田ユニットの構造的上位に累重し，主  

に北部秩父罵中央部から南部にかけて分布する．Yamakita  

（1988），山北（1989）のユニットN－3にあたる．南方へば，  

塩基性火山岩類・チャートのスラブの側方連続性が悪くな  

り，量的にも減少して泥質混在岩が卓越するようになって，  

遊子川ユニットに向かって移化ないし尖滅する．関東山地西  

部では，上吉田層より上位に位置する地質単位は知られてい  

なかったが，最近Kamikawaetal．（1997）は，北側を上吉  

田層，南側を蛇木層に挟まれた部分に住居附層＊を識別し  

た．この部分は，高八木背斜の南翼で，上吉田層の上位にあ  

たると考えられる．同層は岩相から本ユニットに相当するの  

で，この名称をとって，住居附ユニットと命名する．   

四国東部沢谷地域でのTominaga（1990），富永（1990）の  

ユニット区分では，東浦ユニットと沢谷ユニットのうち北西  

部の側方連続性のよいチャートを含む部分は，本ユニットに  

相当する．また，紀伊半島西部では，清水層（栗本，1986b）  

のうち，南部3分の2程を占め，砂岩が多く緑色岩・チャー  

トを伴う部分は，本ユニットである．関東山地東部では，子  

の山層（松丸ほか，1979；久田，1984），花桐層（堀口・竹内，  

1982；指田，1992a，b）など，塩基性溶岩やチャートの多い部  

■本層は当初，住居附沢層（Sumaizukuzawa Formation）として記  

載・命名された（Kamikawaetal．，1997）．地層命名規約（日本地質  

学会地層命名連絡委旦，1952）の規範に則り，国土地理院発行の5万  

分の1地形図に掲載されている住居附の地名をとり，住居附層  
（Sumaizuku Formation）と改訂する．   
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分が本ユニットにあたる．  

（4）上吉田ユニット（NC－Jβ）   

本ユニットは，主にチャートと砂岩泥岩互層もしくは泥質  

混在岩を主とする砕層岩からなり，塩基性凝灰岩・凝灰角礫  

岩を伴うことがある．チャートと砕屑岩類との量比は，一般  

的には等量であるか，あるいはやや砕屑岩類の方が多い．本  

ユニットのチャートは，側方連続性がよい．また，チャート  

から上方へ向かい珪質泥岩を経て泥岩・砂岩泥岩互層に移化  

する原層序が確認される部分では，チャートー砕層岩シー  

クェンスを構成する．一方，砕層岩が泥質混在岩を主とし，  

チャートー砕屑岩シークェンスの特徴を示さない部分もある  

が，この場合でもチャートと砕層岩との量比に差はなく，ま  

たチャートの側方連続性もよい．チャート中のペルムートリ  

アス系境界付近には珪質粘土岩（いわゆる砥石型珪質頁岩）  

と有機炭素に富む黒色粘土岩が見られる（山北，1987）．この  

珪質粘土岩・黒色粘土岩は，チャートを大量に含む他のユ  

ニット（相木ユニット・住居附ユニット）からは確認されて  

いない．チャートははとんどが灰色チャートで，赤色チャー  

トは全くといっていいはど含まれていない．この点で，同じ  

くチャートの多いユニットである相木ユニット・住居附ユ  

ニットとは大きな対照をなす．この側方連続性のよい非赤色  

チャートを相当量含む点が，本ユニットの最大の特徴であ  

る．本ユニットの塩基性凝灰岩・凝灰角礫岩は，地域によっ  

て量比が大きく変化する．一部では，周囲の泥質岩と混じり  

あうような，あるいはチャート・チャート角礫岩・泥岩など  

をブロックとして取り込んでいるような産状を示すものもあ  

る．本ユニットには，はとんどがチャートの角礫からなる礫  

岩（いわゆるチャート角礫岩）が特徴的に含まれている．た  

だし，本ユニット分布域のうち北部に多く，南部には比較的  

少ないという傾向がある．同様の南北方向での量比の変化は  

他の岩種についても認められる．塩基性凝灰岩・凝灰角礫岩  

も北部の特に下位層準に多いが，南部には少ない．また砕屑  

岩の岩相も，北部では砂岩泥岩互層を主とするが，南部では  

混在岩が多くなる傾向がある．このような岩相変化ととも  

に，本ユニットは南へ行くに従いチャートの量比が減少し，  

泥質混在岩主体の遊子川ユニットに移化する．   

本ユニットのうち北部のものは一定程度の変形・変成を  

被っており，特に北側はど変形度が強い．ただし，相木ユ  

ニットに比べると一般に変形度は弱い．また，多くは一軸短  

縮型に近い変形であるが，一軸伸長型や平面歪みに近いもの  

もあり，多様性が大きい．いずれの場合も，伸長線構造の方  

向は，はぼ東西で水平に近い．一方，南部のものははとんど  

変成・変形を受けていない．変形度に関しては南へ向かって  

徐々に弱くなるように見える．   

本ユニットは，相木ユニットの構造的上位に，あるいは相  

木ユニットが分布しない地域では，北部秩父帯の最下位を占  

めで分布する．Yamakita（1988），山北（1989）のユニット  

N－2およびN－1bに相当する．関東山地西部では，相木層の  

上位に，万場層・上吉田層の順で累重する層序が知られてい  

る．しかし，関東山地以外では，万場層に相当する塩基性凝  

灰岩・凝灰角礫岩の多い部分は発達が弱く，また，必ずしも   

相木ユニットの直上部分のみに分布するとは限らず，上吉田  

層相当部分と混在しているので，両者を合わせて一つのユ  

ニットとする．関東山地団研（1994）も，両層をあわせて万  

場・上吉田ユニットとしている．ユニット名称としては，北  

部秩父帯全域を見渡した場合，上吉田層の方が本ユニットの  

特徴をより代表しているので，こちらを採用する．   

四国東部沢谷地域で，Tominaga（1990），富永（1990）が  

剣山ユニットとしたものは，ほぼ本ユニットに相当する．ま  

た，紀伊半島西部の清水層（栗本，1986b）のうち，北側3分  

の1程を占める緑色岩を含まず泥質岩の多い部分も本ユニッ  

トである．さらに，毛原層（栗本，1986a）も本ユニット下部  

の緑色岩の多い部分に相当する可能性がある．関東山地で  

は，武川岳層（久田，1984），刈場坂層・間野層（堀口・竹内，  

1982）あるいは刈場坂層・中藤層および仁田山層の一部  

（指田，1992a，b）などが，本ユニットに相当する．また，整  

然と成層した砂岩泥岩互層を特徴として識別された風早峠ユ  

ニット（飯島はか，1990）も，本ユニットの砂岩泥岩互層の  

多い部分と見ることができる．  

（5）柏木ユニット（NC－JX）   

本ユニットは厚層のチャート，塩基性凝灰岩，泥質岩およ  

び酸性凝灰岩からなる．チャートは一般に側方連続性がよ  

く，また百～数百mの厚層をなし，しばしばユニット全体の  

過半を占める．色調は，白色・赤色・淡緑色などの鮮やかな  

色をしたものが多い，また，緑色～赤紫色の塩基性凝灰岩と  

数mの規模で互層することも多い．赤色チャート中にはし  

ばしばドロストーンないしドロマイト質石灰岩が挟まれ，厚  

いところでは厚さ20～30mに達する．このドロストーン・  

ドロマイト質石灰岩は，特徴的に石炭紀中期のコノドントを  

産する．このドロマイト・ドロマイト質石灰岩を伴い，赤色  

チャートを含むチャート厚層の存在と，これに塩基性凝灰岩  

が随伴することが本ユニットの特徴である．酸性凝灰岩は，  

白色ないし淡緑色細粒で，しばしば数十mを越す厚層をな  

す．泥質岩は，混在岩の特徴を有するが，これに含まれる岩  

塊は一般に小規模（mオーダー以下）である．また量的にも  

それはど多くはなく，一般にユニ ット全体の3分の1未満  

で，半分を超えることはない．また本ユニットには，まれに  

トリアス紀の石灰岩岩体が含まれるが，特に関東山地武甲L山  

地域では大規模な岩体（武甲山石灰岩）をなす．本ユニット  

は全般に変形度・変成度が高い．変形度に関しては地域変化  

が大きいが，特に変形度の高い部分では顕著な一軸伸長型の  

変形構造を示す．伸長軸の方向は，はば東西で水平に近い．   

本ユニットは，関東山地において相木層（Fujimoto，  

1935）として知られているものであり，四国では，Yamakita  

（1988），山北（1989）のユニットN－1aにあたる．本ユニッ  

トにほぼ相当するものとして，四国中央部の赤良木ユニット  

（河戸はか，1991），四国西部での小田深山層（Kashima，  

1969）が挙げられる．関東山地東部では，橋立層群（久田，  

1984），高畑層（堀口・竹内，1982），黒山層（指田，1992a，b）  

がこれに相当する．また，模式地における関東山地団研  

（1994）の西御荷鉾ユニットは，本ユニットの泥質岩の多い部  

分である．このはか，紀伊半島西部で，有田川構造線の北側   
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ペルム紀，トリアス紀のものがある．   

以下に，泥質岩の年代について述べる．関東山地の遊子川  

ユニットとして認定している蛇木層の泥質岩からは，ジュラ  

紀最前期を示す放散虫化石が報告されている（久田・岸田，  

1987）．今回，再検討を行った結果，叶山石灰岩のすぐ南に露  

出する層状の珪質泥岩（久田・岸田，1987のHellと同層  

準）からは，ArchicaPsasp．，Bagotumsp．，Eucyrtidiellumsp．  

などJR2を示す可能性が高い放散虫化石が得られた．なお，  

この年代が蛇木層の形成時期を示すかどうかはさらに検討の  

余地がある．Kamikawaetal．（1997）は住居附ユニットの砕  

層岩より，JR2～JR4に相当する放散虫化石の産出を報告し  

た．Iijimaetal．（1993）は風早峠ユニット（本論文では上吉  

田ユニットの上部に相当）の砕層岩から，JR3を示す放散虫  

化石を報告した．その構造的下位の上吉田ユニットの砕屑岩  

叛からは，JR4を特徴づける放散虫化石が産出している  

（Iijimaetal．，1994）．Sekineetal．（1995）は，万場ユニット  

（本論文では上吉田ユニットの下部に相当）の砕屑岩より  

ジュラ紀古世の放散虫の産出を報告したが，図示された写真  

から判断すると，ジュラ紀中世の可能性も同等にある．構造  

的最下位の相木ユニットおよびこれに相当する地質体からの  

放散虫データは少ない．松岡喜久次（1996）が相木ユニット  

の泥岩より報告した放散虫群集は，ジュラ紀最末期から白亜  

紀初頭に位置づけられるKRlの群集に比較され，北部秩父  

帯からの放散虫としては最も若い年代を示す．関東山地の北  

部秩父帯の砕層岩からは，ジュラ紀新世の化石帯（JR6～JR  

8）を示す放散虫群集は未発見である．JR5については，同帯  

を指標する7ナicoloc（ゆSa COneXa Matsuokaの可能性のある  

個体が図示されてはいるが（たとえば，久田はか，1988の  

PlateI，Fig．16），確定するにはいたっていない．   

紀伊半島では，西部の湯浅地域において磯崎はか（1981）  

が，ジュラ紀放散虫の産出を報告している．栗本（1986b）  

は，清水一美里地域の清水層から放散虫化石を報告したが，そ  

のなかで，JR5を示す放散虫種が図示されている．紀伊半島  

東部では，坂（1984）による検討がある．また，浜名湖北西  

地域では水垣（1985）が，チャートからペルム紀・トリアス  

紀の，泥岩からジュラ紀中世の放散虫化石の産出を報告して  

いる．最近，渥美半島においてもペルム紀・トリアス紀・  

ジュラ紀の放散虫化石が報告されている（永井・石川，  

1995；Ohba，1997）．紀伊半島では，清水層の一部が上吉田ユ  

ニットに相当する以外は，含化石層とユニット区分の関係  

は，十分には把握されていない．   

北部秩父帯についてはデータの蓄積がまだ不十分で，岩相  

層序と放散虫化石帯との対応関係を詳細に議論できる段階に  

はない．とくに，岩相境界の年代を厳密に議論するに足りる  

データに乏しい．しかし，現時点での年代データからでも以  

下の点は指摘できる．   

陸源砕屑岩の年代から判断すると，付加体は大きく3つの  

グループに区分できる．第1は陸源砕屑岩の年代がペルム紀  

のもので，沢谷ユニットで代表される．沢谷ユニットの海洋  

プレート層序は，石炭紀～ペルム紀のチャートおよび礁性の  

石灰岩で特徴づけられる．第2は砕屑岩の年代がジュラ紀古   

に分布し，三波川変成岩類の一部とされている嵯峨層  

（Hada，1967）も，本ユニットに相当すると考えられる．   

本ユニットは，北部秩父帯の最下位を占め，通常御荷鉾緑  

色岩類に接して，北部秩父帯の北綾部に分布する．ただし，  

関東山地西部や四国中西部名野川～小田深山地域のように，  

本ユニットの分布が北部秩父帯の南半部にまで達する地域  

や，あるいは関東山地東部のように北部秩父帯の南限にまで  

達する場合もある．御荷鉾緑色岩類との関係は，多くの地域  

で南傾斜の境界をもって，御荷鉾緑色岩類の構造的上位に累  

重する．   

相木ユニットは分布上，御荷鉾緑色岩類と密接な関係にあ  

る（Yamakita，1988）．四国では，地域によって，御荷鉾緑  

色岩が全く分布しなかったり，分布幅が極端に狭くなる場合  

がある．前者の例としては，四国中央部の上八川一池川地域，  

後者の例としては四国東部の神山地域などが挙げられる．後  

者の場合も，御荷鉾緑色岩類はハンレイ岩を全く伴っておら  

ず，本当に御荷鉾緑色岩類であるのかどうか問題が残ってい  

る．これらの地域では本ユニットの分布は認められず，本ユ  

ニットはハンレイ岩を含む通常の御荷鉾緑色岩類が分布する  

地域にしかないことになる．このような分布上の特性は，相  

木ユニットと御荷鉾緑色岩頬との，なんらかの成因的関連性  

を示唆する．これまで御荷鉾緑色岩類は三波川帯のメンバー  

として考えられることが多かったが，初生的な起源物質の観  

点からは，相木ユニットとの関連の方が大きいといえる．  

2．化石年代と海洋プレート層序   

四国の北部秩父帯からの放散虫化石の産出は，磯崎はか  

（1981），須鎗はか，（1982，1983），須内はか（1982），石田  

（1985），Yamakita（1988），鹿島（1988），富永（1990），  

Tominaga（1990），鈴木（1993），Matsuda and Ogawa  

（1993）などにより報告されている．これらの化石記録のはと  

んどは，上吉田ユニット，住居附ユニット，遊子川ユニット  

からのものであるが，ユニットごとの岩相と年代の関係はま  

だ十分には整理されていない．上記の報告から判断すると，  

チャートの年代は，ペルム紀からジュラ紀初頭までの範囲を  

示す．石灰岩ははとんどが石炭紀・ペルム紀でごく少量のト  

リアス紀のものがある．砕屑岩の年代には差異がみられ，南  

に分布するユニットはジュラ紀古世のものが多く，北には  

ジュラ紀中世のユニットが広く分布する傾向がある．四国の  

北部秩父帯からは，ジュラ紀中世後半（JR5）およびそれよ  

り若い年代を示す放散虫化石は発見されていない．   

関東山地の北部秩父帯からの放散虫化石は，指田はか  

（1982），Hisadaetal．（1986），久田はか（1988），Hisadaand  

Kishida（1988），飯島ほか（1990），牧本・竹内（1992），指田  

（1992a），Iijimaetal．（1993，1994），Sekineetal．（1995），  

TakahashiandIshii（1995），松岡喜久次（1995，1996）など  

により報告されている．ユニットの模式地が関東山地に多く  

あるという事情から，ユニットごとの岩相と年代の関係が比  

較的よく把握されている．既報のコノドントのデータも合わ  

せて総合的に判断するならば，チャートの年代は，Hisadaet  

al．（1986）が報告したジュラ紀新世のものをのぞけば，ペル  

ム案己からジュラ紀初期の範囲にはいる．石灰岩には，石炭系己，  
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Tablel．Metamorphic zonations of the Northern Chichibu Beltin the Kanto Mountains，Centraland western  
Shikoku．DatacomefromToriumi（1975），HirajimaandBanno（1989），Kawadoetal．（1991），Suzuki（1995），Sakakibara  

etal．（1998）and thisstudy．  

Unit  一 ●●  一  ●－  ● 
．・  ．   

We＄ternKanto  
Mountain＄   

EADC  EPDC   Prh   ウ   

CentralShikoku   EADC  EADC  prh  ？   

WesternShikoku  EADC  EADC  Prh   Prh   

世から中世（JR5以前の年代）にかけてのグループで，ここ  

では，ジュラ紀古・中世の付加体と呼ぶことにする．このグ  

ループには，上吉田ユニット，住居附ユニット，遊子川ユ  

ニットが含まれ，北部秩父帯の主要な部分を構成している．  

付加年代を近似する陸源砕屑岩の年代は構造的上位のユニッ  

トから下位のユニットに向かって若くなる傾向が，四国東部  

や関東山地で認められる．このグループのなかで最も若い年  

代を示す放散虫化石は栗本（1986b）が紀伊半島西部から報  

告したJR5のものである．上吉田ユニットは，チャートがペ  

ルム紀～ジュラ紀初頭，珪質泥岩・泥岩がジュラ紀古世～中  

世（JRl～JR4）からなる海洋プレート層序をもつ．前述し  

たように，ペルム紀・トリアス絶境界付近に珪質粘土岩を狭  

在するのは，本ユニットの特徴である．住居附ユニットは，  

ペルム紀チャートとジュラ紀古世（一部中世）の砕層岩で特  

徴づけられるが，トリアス系については少量のチャートと石  

灰岩が知られているのみである．トリアス系の発達に乏しい  

層序が，本来の海洋プレート層序であったかどうかは今後の  

検討が必要である．遊子川ユニットについて，海洋プレート  

層序を復元するにはまだデータの蓄積が不十分である．ジュ  

ラ紀古世・中世付加体の形成に関与した海洋プレートでは，  

珪質泥岩層の堆積期間（半遠洋性の堆積環境の継続期間）は，  

放散虫化石帯2帯ないし3帯に相当する．放散虫化石帯と数  

値年代との関係から珪質泥岩層の堆積期間を算出すると，  

2000～3000万年の値が見積もちれる．   

第3はジュラ絶古世・中世付加体よりずっと若い付加体  

で，地質体としては柏木ユニットがこれにあたる．化石の証  

拠は関東山地から得られており，砕層岩はジュラ紀末から白  

亜紀古世の年代（KRl）に位置づけられる．ここでは，ジュ  

ラ紀末・白亜紀古世の付加体と呼ぶことにする．遠洋性堆積  

物としては，石炭紀のチャート・ドロマイト質石灰岩，ジュ  

ラ紀新世のチャートが知られている．また，テチス海型トリ  

アス紀二枚良化石を含む石灰岩（武甲山石灰岩）はこのユ  

ニット中の岩体である．なお，松岡（1996）が三波川帯から  

の産出化石としているもののなかには，本ユニットからのも  

のがかなり含まれている．  

3．変成作用と変成年代  

1980年代まで，多くの変成岩岩石学者は北部秩父帯をその  

北側に広く分布する三波川変成帯の弱変成度部とみなしてき  

た（たとえば，Seki，1958；Iwasaki，1963；Banno，1964；  

Toriumi，1975；饗場，1982；HirajimaandBanno，1989）．  

その主たる根拠は以下の2点にまとめられる：（1）三波川帯  

から北部秩父帯へ向かって，再結晶度が漸次低下してゆく，  

（2）三波川帯から北部秩父帯へかけての塩基性岩の鉱物組み  

合わせの変化は，一連の変成相系列で説明できる．1990年代  

に入ると北部秩父帯の変成白色雲母の放射年代データが蓄積  

され始め，それらは北部秩父帯の地体構造区分およびその形  

成テクトニクスに大きな影響を与えた．磯崎はか（1990）お  

よび河戸はか（1991）は，北部秩父帯の泥質岩中の白色雲母  

K－Ar年代を測定し，三波川帯の低温高圧型変成岩と北部秩  

父帯のジュラ紀コンプレックスとの間に，付加体としての形  

成年代，白色雲母のK－Ar年代および地表での削剥時期に関  

して明瞭な差があることを指摘し，それらジュラ紀コンプ  

レックスの被った変成作用を三波川変成作用とは独立した別  

の変成作用と考えた．本論では，北部秩父帯の塩基性岩の変  
成作用および白色雲母の放射年代に関するデータを整理し，  

北部秩父帯が受けた広域変成作用について再検討する．  

（1）塩基性岩の鉱物共生   

従来，詳細に岩石学的検討が行われた関東山地および四国  

における北部秩父帯の塩基性岩の岩石記載に基づき，各ユ  

ニットの鉱物共生関係について再検討した．それらの結果  

は，Tablelのようにまとめられる．ここでは，その代表例と  

して，関東山地神流川地域の研究を例に検討する．Hirajima  

andBanno（1989）は，塩基性岩の鉱物組み合わせに基づい  

て，関東山地の北部秩父帯を，ブドウ石帯（Prh帯），エビ  

ドートーパンペリー石一アルカリ輝石一緑泥石帯（EPDC帯）お  

よびエビドートーアクチノ閃石－アルカリ輝石一緑泥石帯  

（EADC帯）の3つの鉱物帯に区分した（Tablel）．また，三  

波川帯の最低変成度部はエビドートー藍閃石－アクチノ閃石一  

緑泥石罵（EGAC帯）に相当する．北部秩父帯の3つの鉱物  

帯はToriumi（1975）によって区分されたZoneI，ZoneⅡ  

aおよびZoneⅡbにはぼ対応する．Prh帯はブドウ石－パン  

ペリー石一緑泥石の組み合わせで特徴づけられ，またEPDC  

帯およびEADC帯はそれぞれ鉱物帯の名前によって示され  

た4相組み合わせによって定義される．Prh帯，EPDC帯お  

よびEADC帯の順に変成度は上昇する．また，EADC帯は  

御荷鉾緑色岩類をも含んでいる．EPDC帯およびEADC帯   



秩父累帯のユニット区分と四国西部の地質  643  地質雑104（9）   

て128－143Maの範囲にはいる）が，北部の赤良木ユニット  

のそれ（105－124Ma）と比較して，明瞭に古い年代を示すこ  

とを明らかにした．かれらは，これらのデータに基づいて，  

北部秩父帯が三波川変成作用とは独立した別の低温変成作用  

を受けていると考えた．   

一方，Da11mayeretal．（1995）は，四国中央部の三波川帯  

から黒瀬川地帯にかけて，泥質岩中の白色雲母の40Ar－39Ar  

年代を測定した．それによると，三波川帯南縁部では8ト97  

Ma，御荷鉾緑色岩類中の泥質片岩では96－98Ma，北部秩父  

帯の北部では110－113Maと140－142Ma，南部では165Ma  

と220Maのプラトー年代が得られている．ただし，19個の  

試料のうち7個に関しては，いわゆるプラトー年代が得られ  

ていない．   

ここで，河戸はか（1991）とDa11mayeretal．（1995）の年  

代測定の結果と本論で示したユニット区分との関係を整理す  

る．相木ユニットは，K－Ar年代が105－159Maの幅広い年代  

範囲を示すのに対し，40Ar－39Arプラトー年代が110－113Ma  

と140－142Maという異なる2つの領域によって特徴づけら  

れる．これら40Ar－39Arプラトー年代のうち，前者の若い年  

代値は，河戸はか（1991）によれば，いわゆる三波川変成作  

用に相当し，一方，後者の古い年代値は三波川変成作用とは  

別個の北部秩父帯の変成年代の範囲に含まれる．このこと  

は，河戸はか（1991）によって提案された三波川変成作用と  

北部秩父帯の変成作用が，相木ユニットという同一ユニット  

中に認められることになる．また，上吉田ユニットに関して  

は，K，Ar年代が128－143Maの年代範囲を示すのに対し，  

40Ar－39Arプラトー年代は165Maとやや古い年代を示す．  

住居附ユニットは220Maという40Ar－39Arプラトー年代の  

みが得られているが，その地質学的意味は明確ではない．  

南部秩父帯   

1．ユニットの特徴と分布  

（1）大平山ユニット（SC－Jα）   

黒瀬川帯の構成岩類と斗賀野ユニットに挟まれる部分に  

は，混在岩相で特徴づけられる地質体が分布する．これを大  

平山ユニットと命名する．大平山ユニットの名称は，中川は  

か（1959）が高知県佐川の大平山石灰岩（ペルム系）を含む  

地層を大平山層群と呼んだことに由来する．大平山ユニット  

は模式地の佐川地域では，南は神原谷スラストを介して斗賀  

野ユニットないし斗賀野ユニットを覆う鳥巣層群と接する．  

神原谷スラストは大平山石灰岩の南縁を画している（小林，  

1931b；蔵田，1940）．北縁について詳細は不明であるが，一  

応ここでは蔵法院層群（小林・市川，1951）の南縁を限る断  

層としておく．   

佐川地域の神原谷スラスト以北の地質は，松岡（1985）に  
ふるようち  

より報告されている．それによると，大平山層，古用地層  
むらさきえん  

（松岡，1985），紫園層（小池・岸本，1979），毛田層（松岡，  

1985）が，この順に南から配列し，東西に帯状に分布する．  

このうち，毛田層以外の3層が大平山ユニットを構成する．  

大平山層は，長径数100m以上のペルム紀石灰岩体のはか，  

チャートや砂岩の岩体を含む礫質泥岩からなる．古用地層   

はパンペリー石－アクチノ閃石相に，Prh帯はブドウ石一パン  

ペリー石相にそれぞれ相当する．   

Tablelで示したように，関東山地神流川地域以外に四国  

中央部（橋本ほか，1970；MaruyamaandLiou，1985；河戸  

はか，1991；Suzuki，1995；鈴木，1996）および西部において  

も北部秩父帯の変成岩岩石学的検討が行われている．四国西  

部に関しては，本特集の梅木・榊原（1998）および榊原ほか  

（1998）を参照されたい．また，関東山地神流川地域の鉱物帯  

との対比ができないものの，これら地域以外に関東山地都幾  

川地域（徳田，1985）や四国東部地域（Iwasaki，1963）にお  

いても検討されている．  

（2）北部秩父帯の白色雲母年代   

現在までのところ，北部秩父帯においてK－Ar年代およ  

び40Ar－39Ar年代値の検討が行われた地域は四国中央部に限  

られている．ここでは四国西部および中央部を例に挙げて，  

K－Ar年代や40Ar－39Ar年代について検討する．なお，四国  

西部について榊原はか（1998）は，この地域の検討に基づく  

ユニット区分を提案した．ここでは，秩父累帯全域に適用可  

能なユニット名に加えて榊原はか（1998）によるユニット名  

を括弧内に示す．   

a）四国西部   

四国西部地域における秩父累帯の弱変成泥質岩のK－Ar  

年代は，榊原はか（1998）によって詳細に検討されている．  

それらのK－Ar年代値は上吉田ユニット（鹿野川ユニット）  

の173．1Maという1試料を除くと，86．7－108．6Maの年代範  

囲に収まり，狭い範囲にまとまっている．また，南部秩父帯  

に属する三宝山ユニット（大洲ユニット）の年代範囲（86．7－  

90．1Ma）が北部秩父帯に属する上吉田ユニット（肱川ユニッ  

ト・鹿野川ユニット）（89．3－108．6Ma）に比べて若干若いも  

のの，大きな差異は認められない．一般にいわゆる三波川変  

成作用のピーク年代は116Ma±10Ma（全岩Rb－Sr年代：  

南新はか，1979）であり，冷去口年代は70－100Ma（白色雲母の  

K－Arおよび40Ar－39Ar年代：Monieetal．，1987；Itayaand  

Takasugi，1988；TakasuandDa11meyer，1990；Dallmeyer  

etal．，1995）であると考えられている．特に三波川変成帯の  

低変成度部である緑泥石帯およびいわゆる御荷鉾帯の白色雲  

母40Ar－39Ar年代は85－98Maで（Dallmeyeretalリ1995），  

今回得られた白色雲母K－Ar年代とかなり重複する．した  

がって，今回得られた秩父累帯のK－Ar年代の多くは，四国  

西部の秩父累帯弱変成付加コンプレックスが，北部秩父帯・  

南部秩父帯の区分に関係なく，いわゆる三波川変成作用を受  

けたことを示している．   

一方，磯崎はか（1990）が報告した141Maや上述の173．1  

Maという，いずれも上吉田ユニットのK－Ar年代は，この  

地域の秩父累帯から得られた100Ma前後の白色雲母K－Ar  

年代より明らかに古い．榊原はか（1998）は，これら三波川  

変成作用より明らかに古いK－Ar年代が，砕屈性白色雲母の  

影響によるものもしくは続成作用の年代であると考えた．   

b）四国中央部   

河戸はか（1991）は，北部秩父帯の南部の高川ユニットに  

おける白色雲母のK－Ar年代（159Maを示す1試料を除い  
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は，チャートと粗粒砕屑岩との繰り返しからなり，岩相上，  

斗賀野層群（後述）に似る．しかし，斗賀野層群を特徴づけ  

るチャートから上位へ珪質泥岩・粗粒砕層岩へと移化する層  

序は認められていない．紫園層はチャートや砂岩の礫を含む  

礫質泥岩からなり，基質の泥岩には著しい鱗片状男開が発達  

する．これらの地層の中で，化石記録からジュラ系であるこ  

とが確認されているのは，古用地層のみである．中部ジュラ  

系の毛田層は，本来付加体を覆っていた斜面堆積物であると  

みなされている（松岡，1985）．   

大平山ユニットに相当する地質体は，四国西部では城川・  

野村地域に認められる．この地域の大平山ユニットは，北縁  

を城川スラスト（Hada etal．，1992）で黒瀬川帯と接し，一  

方，南縁は魚成スラストで斗賀野ユニットないし斗賀野ユ  

ニットを覆う鳥巣層群相当層（今井谷層）と接する．大平山  

ユニットに帰属する付加体としては野村層群（池辺，1936）  

や安尾谷層（中谷，1983）がある．   

四国中・西部以外では，大平山ユニットの実体はよくわ  

かっていない．本論文では，斗賀野ユニットより北に分布し，  

岩相的に対応する地質体を大平山ユニットとみなす．四国東  

部では，十二社スラストの周辺に本ユニットが分布する可能  

性がある．関東山地の秩父盆地より西では山中白亜系の南縁  

より南に，秩父盆地より南東では浦山断層より南に広範囲に  

分布する．それらは従来，浦山層（久田，1984），雷電山層・  

高水山層・川井層（酒井，1987），正丸層・川井層・上養沢層  

（小澤・小林，1985）と呼ばれている．  

（2）斗賀野ユニット（SC－Jβ）   

斗賀野ユニットは高知県西部の斗賀野層群（小林，1931a；  

松岡，1984再定義）を模式とする．斗賀野層群は下位から上  

位へ，珪質粘土岩層，チャート層，珪質泥岩層，粗粒砕屑岩  

層からなるチャート・砕屑岩シークェンスが構造的に積み重  

なった構造をもつ．チャートと粗粒砕層岩が主体をなし，両  

者で全体の90％を占める．チャートと粗粒砕屑岩との比率  

は，場所により異なるが，全体を平均するとはぼ等量である．  

チャート・粗粒砕層岩は，ともに側方に良く連続する．  

チャートは，青灰・緑灰・白・黒など多様な色調を示すが，  

赤色のものは一般に少ない．粗粒砕層岩は，砂岩優勢の砂岩  

泥岩互層を主とし，厚層の塊状砂岩を伴う．珪質粘土岩は，  

チャートの下位に産出し，一般に構造変形を受けている．珪  

質泥岩は，チャートと粗粒砕屑岩に挟まれて産出する．下位  

のチャートからは漸移的に移化し，上位の粗粒砕屑岩に整合  

的に被われる．上記の地層のほかに，ごくまれに石灰岩や塩  

基性火山岩を伴うことがある．   

斗賀野ユニットとその南の三宝山ユニットは明浜スラスト  

（松岡，1995c，1998）で境される．後述するように，本ユニッ  

トには明瞭な形成年代（ジュラ紀中世～新世）の極性が認め  

られる．斗賀野ユニットは大半がコヒーレントな地層からな  

るが，まれに混在岩相を挟む．地域により，混在岩相の付加  

体は独立した地質体として命名・記載されている場合があ  

る．四国西部の三島層（平山・神戸，1956；松岡，1998）はそ  

の一例である．斗賀野ユニットは，海溝付近での剥ぎ取り付  

加作用によって形成されたと考えられている（Matsuoka   

and Yao，1990；Matsuoka，1992）．   

斗賀野ユニットは南部秩父帯の中部をなす．模式地から西  

方へば，四国西端部までその分布が追跡でき，さらに九州ま  

で連続する．さらに南西の琉球弧では，伊平屋帯（Ujiieand  

Oba，1991）にみられる．チャートと砕層岩の集積体は，斗賀野  

ユニットの南西延長であるとみなされる．模式地から東方へ  

は，徳島県西部あたりまでは，チャート・砕屑岩シークェン  

スの集積体を追跡できる．さらに東方では，混在岩相が卓越  

するようになるが，ここでもチャートと砕層岩が卓越する部  

分を斗賀野ユニットとして取り扱う．徳島と同様の状況は紀  

伊半島西部にまで連続する．紀伊半島西部では混在岩相の中  

絶層群（Yao，1984）が広く南部秩父帯を占め，斗賀野ユニッ  

トと三宝山ユニットの区分が不明瞭となる．紀伊半島中央部  

では大普賢岳層（大和大峯研究グループ，1992）が，紀伊半  

島東部では築地層群（山際・坂，1967；坂・手塚，1988）の  

北半部が斗賀野ユニットに相当する．関東山地では海沢層  

（藤本，1939；高島・小池，1984）が斗賀野ユニットにあた  

る．  

（3）三宝山ユニット（SC－JK）   

三宝山ユニットは高知県東部の三宝山層群（鈴木，1931；  

Matsuoka，1992再定義）を模式とする．本ユニットは，石灰  

岩，塩基性火山岩，チャート，珪質泥岩，チャート角礫岩，  

泥岩，砂岩から構成され，全体として混在岩相で特徴づけら  

れる．混在岩の基質は一般に泥岩からなり，石灰岩，塩基性  

火山岩，チャートは混在岩中のブロックとして含まれる．陸  

源砕屑岩の中では，砂岩の量比は少ない．石灰岩と塩基性火  

山岩は密接に伴って産出し，本ユニットを特徴づける．また，  

本ユニットにはチャートと石灰岩の互層もしばしば認められ  

る．チャート角礫岩は，多色のチャート角礫からなる地層で，  

石灰岩や塩基性火山岩をブロックとして含むことがある．   

三宝山ユニットは，南部秩父帯の南縁を占め，仏像スラス  

トを介して四万十帯と接する．本ユニットは海山の衝突付加  

によって形成されたと考えられている（MatsuokaandYao，  

1990；Matsuoka，1992）．形成年代はジュラ紀末ないし白亜  

紀古世で，同じ地域に分布する斗賀野ユニットより新しい．   

三宝山ユニットは南部秩父帯の南綾部をなし，西は沖縄か  

ら東は関東山地までその分布を追跡することができる．模式  

地の三宝山地域から西方へは，四国西端部まではぼ連続的に  

その分布を追うことができる．九州では，相当する地質・休に  

は地域ごとに異なる地層名がつけられている．九州東部で  

は，床木層（橋本，1977），同中央部では尾前ユニット（斎藤  

ほか，1996），同西部では神瀬層群（勘米良・古川，1964）と  

呼ばれている．琉球弧では，奄美大島や沖縄本島の本部半島  

に三宝山ユニットの南西延長部が露出する（藤田，1983；  

Kizaki，1990など）．模式地から東方へは，三宝山ユニットに  

対応する付加体は仏像構造線に沿って，紀伊半島西部まで追  

跡される．前述したように徳島県東部から紀伊半島西部にか  

けては斗賀野ユニットも混在岩相を含むため，両ユニットの  
わさびだに  

境界は不明瞭となる．紀伊半島中央部では山葵谷層（大和大  

峯研究グループ，1992）が，紀伊半島東部では築地層群  

（山際・坂，1967；坂・手塚，1988）の南綾部が三宝山ユ   
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は，量的に少ない．なお，斗賀野ユニットからペルム紀の放  

散虫を産するチャートが見いだされているが（佐藤はか，  

1982；鹿島，1983；酉園はか，1996），このチャートは本来，  

下部トリアス系珪質粘土岩層の下位をなしていたものとみな  

される．   

三宝山ユニットからの放散虫以外の産出化石については，  

MatsuokaandYao（1990）によるまとめがある．そのデー  

タと上述の放散虫化石のデータから，三宝山ユニットの岩相  

と年代の関係は以下のようにまとめられる．チャートはペル  

ム紀からジュラ紀末ごろまでの年代を示し，斗賀野ユニット  

のチャートよりも新しい年代のものが含まれている．珪質泥  

岩層およびそれより上位の地層は，JR5～KR2にわたるが，  

JR8～KRlの年代のものが圧倒的に多い．紀伊半島西部や  

四国西端部では，珪質泥岩・泥岩の年代が南に向かって若く  

なる極性が明らかにされている（Yao，1984；松岡，1995c，  

1998）．石灰岩からは，石炭紀・ペルム紀のフズリナ化石やト  

リアス紀のコノドント化石が見いだされている．三宝山石灰  

岩およびそれに相当する石灰岩からは〟egαわdo乃を含むテ  

チス海型のトリアス紀二枚貝化石群集が各地から報告されて  

いる（Tamura，1990）．三宝山ユニットの形成に関与した海  

洋プレートの層序は，トリアス紀の海山起源物質を顕著に伴  

うことをのぞけば，斗賀野ユニットのそれによく似ている．  

3．変成作用・変成年代   

従来，南部秩父帯の地層は一般に非変成であるとされてお  

り，南部秩父帯であると認識したうえで変成作用・変成年代  

を検討した例はこれまでなかった．Sekietal．（1971）による  

紀伊半島中央部や藤本はか（1950）による関東山地における  

変成作用の検討は，現在の地体構造区分を適用すると，南部  

秩父帯の地層をも対象としている．本特集で，榊原はか  

（1998）は，変成白色雲母のK－Ar年代から四書西部の南部  

秩父帯の地層が三波川変成作用を受けたことを論じている．  

秩父累帯を構成する付加体の全休像  

本論文ではこれまでに，北部秩父帯，南部秩父帯それぞれ  

について，ユニット区分，形成に関与した海洋プレートの層  

序，変成作用・変成年代について述べてきた．ここでは，ユ  

ニット間の関係，付加体と変成作用の関係，地質構造など，  

北部秩父帯および南部秩父帯全体にかかわる特徴について述  

べる．さらに，北部秩父帯と南部秩父帯の比較をとおして，  

両者の共通点および差異について論述する．  

1．北部秩父帯   

北部秩父帯は，沢谷ユニット，遊子川ユニット，住居附ユ  

ニット，上吉田ユニット，相木ユニットの5つのユニットに  

区分される．これらのユニットはその形成年代に基づいて3  

つに大別することができる．それらは，ペルム紀付加体，  

ジュラ紀古・中世付加体およびジュラ紀末・白亜紀古世付加  

体である．ペルム紀付加体は沢谷ユニットからなり，北部秩  

父帯の構造的最上位に位置する．四国では広く分布するが，  

関東山地では明確にこのユニットと認定される地質体はな  

い．ただ，叶山一二子山の石灰岩はこのユニットに帰属する可  

能性がある．ジュラ紀古・中世の付加体は，遊子川ユニット，   

ニットに相当する．関東山地では御前山層（藤本，1939）が  

三宝山ユニットにあたる．  

2．化石年代と海洋プレート層序   

四国では，岸田・菅野（1982），相田（1982，1985），松岡  

（1983，1984，1985），石田（1985，1986），鹿島（1986），Aita  

（1987），Matsuoka（1995b）などが，放散虫化石の産出を報  

告している．関東山地では，高島・小池（1982，1984），指田  

はか（1982，1986），久田（1984），Furukuboetal，（1985），  

岸田・久田（1986），久田・岸田（1986），酒井（1987），  

Sashida（1988），TakahashiandIshii（1995）などの報告が  

ある．また，紀伊半島では，西部の紀伊由良地域（Yao，1984）  

や有田川周辺（掃部・武富，1982），中央部の大峯地域（大和  

大峯研究グループ，1981，1992），東部の志摩地域（菅野はか，  

1980；坂，1983；OhbaandAdachi，1995）の報告がある．  

このように，南部秩父帯は，日本の付加体では，もっとも年  

代データの蓄積が進んでいる地帯であり，生層序学的検討を  

とおして，岩相層序と年代の関係が他の付加体よりよく把握  

されている．以下に，それぞれのユニットについて述べる．   

大平山ユニットを構成する古用地層の珪質泥岩からは，  

ジュラ紀古世を示す放散虫化石の産出が報告されている  

（松岡，1985）．再検討の結果，この群集は，A化扇cα♪sα  

Pachyderma（Tan），Minocapsa cylindrica Matsuoka，  

Sαわ0〟m Sp．などを含みJR2位置づけられることが明らか  

になった．また，古用地層のチャートからは，トリアス紀を  

示すコノドント化石が報告されている（小池・岸本，1979）．  

愛媛県の野村層群からは，トリアス紀石灰岩，トリアス紀  

チャート，ジュラ紀古世ないし中世の砕屑岩が分布すること  

が知られている（Hada，1974；中谷，1983など）．   

斗賀野ユニットについては，模式地において詳細な検討が  

なされている（松岡，1984；Matsuoka，1992）．それによれ  

ば，チャートの堆積終了時期は，北部の尾川帯ではJR3／4境  

界に位置づけられ，順次，南に向かって系統的に若くなる．  

最南部の西山Ⅲ帯では，JR5／6境界に位置づけられる．珪質  

泥岩層の堆積終了年代もチャート層と同様の年代極性をも  

ち，尾川帯ではJR4に位置づけられるが，順次若くなり，西  

山Ⅲ帯ではJR7に位置づけられる．一方，チャートの下限の  

年代は，どの部分でもトリアス紀古世の終わりないし中世の  

はじめであり，その下位には珪質粘土岩が発達する．四国以  

外でも，九州（Matsuoka，1992；Nishi，1994；西園，1996），  

関東山地（Matsuoka，1992）で同様の検討結果が得られてお  

り，一般的に以下のことが成り立っ．斗賀野ユニットの形成  

に関与した海洋プレートには，トリアス紀古世の珪質粘土岩  

とトリアス紀中世からジュラ紀古世末ないし中世前半までの  

チャートおよびその上位に重なるジュラ紀中世ないし新世中  

ごろまでの珪質泥岩・粗粒砕層岩からなる層序が認定され  

る．珪質泥岩層や粗粒砕屑岩層の堆積年代が系統的に南に向  

かって若くなるという年代極性が認められる．また，半遠洋  

性の環境を示す珪質泥岩層の堆積期間は，放散虫化石罵の1  

帯ないし2帯におさまり，その期間は1000万年程度に見積  

もられる．斗賀野ユニットの陸源砕屑岩層の大部分が，JR5  

～JR6の範囲にはいる．これ以外の時期に形成された付加体  
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住居附ユニット，上吉田ユニットからなり，ペルム紀付加体  

の下位を占めて北部秩父帯に広範囲に分布する．住居附ユ  

ニットと上吉田ユニットはこの順で上下に重なり北部秩父帯  

全体にわたってみられる．遊子川ユニットはそれらとは側方  

に移化する関係にあり，北部秩父帯の南部に分布する．ジュ  

ラ紀末・白亜紀古世の付加体は相木ユニットで，御荷鉾緑色  

岩類に密接に伴って，その構造的上位を占める．   

上述した3つの年代の付加体はそれぞれ断層関係で接し，  

構造的に積み重なっている．そして，全体としては，構造的  

上位から下位に向かって形成年代が若くなる．ペルム紀付加  

体と構造的下位の付加体との間では，さまざまな程度に形成  

年代のギャップが認められる．ギャップが小さい場合でもト  

リアス紀付加体の大半を欠き，大きい場合にはトリアス紀～  

ジュラ紀新世にわたる付加体が欠損している．また，ジュラ  

紀古・中世付加体とジュラ紀末・白亜紀古世の付加体のあい  

だでは，ジュラ紀新世付加体が欠損している．   

北部秩父帯の地質構造は，東西性の波長数km程度の摺曲  

構造によって特徴づけられる．この摺曲構造には浅海層白亜  

系も参加している（小川，1971）．この摺曲は，関東山地北部  

や四国中西部のように，開いた摺曲で両翼の傾斜がかなり緩  

い場合もあるが，四国中央部土佐山地域や関東山地山中白亜  

系周辺のように両翼とも高角な閉じた摺曲をなす場合もあ  

る．一般には，南側ほど閉じた形態，北側はど開いた形態に  

なる傾向を示す．北部秩父帯の北綾部でははぼ例外なく南傾  

斜または逆転した北傾斜で南上位となっているのに対し，南  

縁部では北傾斜北上位のことが多く，北部秩父帯全体として  

は複向斜構造をなす．一般にその軸部は南側に偏った位置に  

あり，南翼に比して北翼の長い，非対称な複向斜構造である．   

白亜系の分布が広い地域では，複向斜軸部から南翼にかけ  

ての地表分布が，完全に白亜系によって占められ，付加体は  

北巽のみに分布し，南上位の同斜構造で槽曲構造を示さない  

ように見える場合もある．例えば徳島県東部の勝浦地域がそ  
うであるが，この場合もその西側に隣接する白亜系が分布し  

ない沢谷地域との連続から，上記の解釈が妥当であることが  

示される．紀伊水道を挟んでこの勝浦地域のすぐ東側に位置  

する紀伊半島西部では，北部秩父帯の付加体は全体が高角で  

南傾斜を示しており，高角な断層により帯状の地質体に分け  

られるのが基本の構造であるとする見解もある（市川はか，  

1981；栗本，1986b）．しかしながらこの地域は，白亜系の分  

布規模やそれらが複向斜構造をなす点で，勝浦地域とよく似  

ており，ここでも閉じた複向斜の北翼であると解することが  

できる．   

槽曲軸のプランジ方向は，四国では一部の例外を除き，は  

ぼ全て東方にプランジしているが，他の地域では逆に西方に  

プランジする場合もあり，一概にはいえない．また，特に四  

国西部などでは，摺曲軸が顕著な左雁行配列をとる．   

ペルム紀付加体は，一部でトリアス紀の変成作用が認定さ  

れているが，その詳細は不明である．ジュラ紀古・中世の付  

加体は，三波川帯に近い部分では三波川変成作用を受けてい  

るが，離れるに従ってその影響が少なくなる．ジュラ紀末・  

白亜紀古世付加体は全体に三波川変成作用を受けている．   

2．南部秩父帯   

南部秩父帯のユニットは，構造的上位から大平山ユニッ  

ト，斗賀野ユニット，三宝山ユニットに区分され，一般的に  

はこの順に北から南に配列して帯状に分布する．ユニットど  

うしは断層で接し，前二者の境界は神原谷一魚成スラストで，  

後二者の境界は明浜スラストで代表される．ユニットの模式  

地を含む四国中・西部では，定義どおりのユニットの区分が  

可能である．四国東部では，斗賀野ユニットが混在岩相を含  

むことに起因して，ユニットの厳密な切り分けが困難であ  

る．同様の状況は紀伊半島西部についてもいえる．関東山地  

では，大平山ユニットの分布が広い．なお，関東山地には四  

国では認識されていないユニットが分布している可能性もあ  

る．   

ユニットの形成年代は，大平山ユニットはジュラ紀古世な  

し いし中世，斗賀野ユニットは多くの地域でジュラ紀中世後半  

から新世前期，三宝山ユニットの主要部分はジュラ紀新世後  

期から白亜紀初期に位置づけられる．南部秩父帯全体でみる  

と，ジュラ紀中世後期から白亜紀初期（JR5～KRl）の部分  

が大半を占め，全体として構造的上位から下位に向かって若  

くなる年代的な極性が認められる．ユニットの形成年代は連  

続的で，ユニット境界での年代のギャップは認められない．   

地質構造は高角で北傾斜の覆瓦状構造で特徴づけられる．  

ユニット境界の断層もユニット内部の構造に平行である．四  

国西部，紀伊半島中央部，関東山地の大滝地域では，南部秩  

父帯としては例外的に低角度の構造で特徴づけられる．これ  

らの地域でもユニット境界の断層（明浜スラスト）はユニッ  

ト内部の構造と平行性を保っている．   

南部秩父帯の地層は，一般には変成作用を被っていない．  

四書西部のような低角度の構造を示す地域では，南部の非変  

成の部分から北部の変成作用を受けた部分へと連続的な岩相  

変化がみられる．同じような非変成岩から変成岩への移化  

は，紀伊半島中央部でも認められる．また，関東山地の大滝  

地域周辺でも，同様の状況になっている可能性が高い．  

3．北部秩父帯と南部秩父帯の比較   

ペルム紀付加体（沢谷ユニット）は北部秩父帯には広範囲  

に分布するが，南部秩父帯には確実なものは知られていな  

い．しかし，南部秩父帯がペルム紀付加体を含むかどうかは，  

南部秩父帯と黒瀬川帯の境界をどこに置くのかという問題に  

関わっている．ここでは，大平山ユニットを混在岩相を主体  

とする付加体であると定義したが，ペルム紀付加体を含む可  

能性を除外しない．   

南北両帯の中生代付加体を比較すると（Fig．4），北部秩父  

帯の上吉田ユニット（NC－Jβ）と南部秩父帯の斗賀野ユニッ  

ト（SC－Jβ）はともにペルム系一ジュラ系のチャートー砕層岩  

シークェンスからなる点で岩相的に類似する．また，最上部  

ペルム系～下部トリアス系は珪質粘土岩層で代表される点で  

も共通性がある．ただし，上吉田ユニットの主要部がJR4の  

時期あるいはそれ以前に形成されているのに対し，斗賀野ユ  

ニットはJR5～JR6に形成された部分が大半を占め，両者  

の形成年代には重なる部分が少ない．さらに，上吉田ユニッ  

トの形成に関与した海洋プレートが示す半遠洋性環境は，   
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1．地質体の空間分布   

四国西部秩父累帯の地質図およびブロックダイアグラムを  

それぞれFig．5とFig．6に示す．これらの図は，北部秩父帯  

および黒瀬川岸については山北（1998a）の，南部秩父帯につ  

いては松岡（1998）の見解に基づいて措かれている．本地域  

の秩父累帯の南縁は，仏像構造線で四万十帯と接する．一方，  

北縁は，東部では御荷鉾緑色岩類と断層で接し，西部では大  

洲一三瓶断層（武田ほか，1977）を介して御荷鉾緑色岩類ない  

し黒瀬川帯の構成岩類（古期花崗岩およびシルル系）と接す  

る．南部秩父帯の北縁をなす魚成スラスト（池辺，1936）と  

北部秩父帯の南縁をなす鎌田スラスト（山北，1998a）は，と  

もに西方に向かって走向を北西に転じるとともに，収赦して  

ひとつの断層となる．両スラストに挟まれる黒瀬川帯の構成  

岩類は北東傾斜の層状体として，北西に向かって模状に尖滅  

する．東を魚成スラストに，西を大洲一三瓶断層に挟まれる部  

分が，従来から黒瀬川帯の分布がとぎれるとされていた地域  

に相当する．   

北部秩父帯には，北部では，構造的下位から相木ユニット，  

上吉田ユニット，住居附ユニット，沢谷ユニットの順に，ま  

た南部では，遊子川ユニット，沢谷ユニットの順に累重して，  

各ユニットが分布する．遊子川ユニットは，北方へ上吉田ユ  

ニットと住居附ユニットの間へ向かって尖滅するが，上吉田  

ユニットとは，一部側方漸移関係にある．また住居附ユニッ  

トは，南方へ遊子川ユニットと沢谷ユニットの間へ向かって  

尖滅する．北部秩父帯のユニットはそれぞれ，一部の側方に  

漸移する部分を除き，基本的には低角度の断層で境され，パ  

イルナップ状を呈して構造的に重なる．   

南部秩父帯は構造的下位の三宝山ユニットと上位の斗賀野  

ユニットにより構成される．地質図（Fig．5）に示した範囲に  

大平山ユニットが分布するかどうかは，現在のところ不明で  

ある．三宝山ユニットと斗賀野ユニットは，明浜スラストを  

介して構造的に重なる．三宝山ユニットは南部秩父帯の南縁  

部を占めるだけでなく，鳥坂地窓および中津川地窓として斗  

賀野ユニット分布域の北側にも分布する．   

黒瀬川帯が分布しない部分では，北部秩父帯の上吉田ユ  

ニットと南部秩父帯の斗賀野ユニットが直接接している．両  

ユニットはチャートと砕層岩の繰り返しにより特徴づけられ  

る点で岩相的には互いに類イ以する．また，変成の程度におい  

ても差がない．しかし，上吉田ユニットの形成年代はジュラ  

紀中世ないしそれ以前であるとみなされるのに対し，斗賀野  

ユニットは明らかにジュラ紀新世の産物で，両者は形成年代  

が異なる可能性が高い．   

上吉田ユニットと斗賀野ユニットの構造的下位には，それ  

ぞれ，柏木ユニットと三宝山ユニットが分布する．両者は直  

接には接しない．両ユニットは，緑色岩，チャートおよび石  

灰岩を多く含む点で岩相的には類似点がある．しかし，相木  

ユニットが御荷鉾緑色岩類を密接に伴うのに対し，三宝山ユ  

ニットはそれらを伴わないという大きな違いがある．   

変成作用についてみると，北部秩父帯および南部秩父帯は  

ともに三波川変成作用によるとみなされる100Ma前後の変  

成白色雲母のK－A r年代が得られている．両帯とも北から南   

2000～3000万年程度継続したと見積もられるのに対し，斗賀  

野ユニットのそれは，1000万年はどしかなく，両者の海洋プ  

レート層序には明瞭な差異がある．北部秩父帯の相木ユニッ  

ト（NC－JK）と南部秩父帯の三宝山ユニット（SC－JK）は，  

緑色岩，チャート，石灰岩を多く含む点で岩相的に類似する．  

両者はともにKRlの時期（ジュラ紀末～白亜紀初期）に形  

成された部分があることは確実で，同年代の付加体であると  

みなされる．さらに，テチス海要素のトリアス紀化石を産出  

する海山起源の石灰岩岩体（武甲山石灰岩，三宝山石灰岩）  

を含む点でも共通する．しかし，相木ユニットはジュラ紀古  

世以降の火成作用（Sakakibaraetal．，1993）を記録している  

御荷鉾緑色岩類を密接に伴う（前述）のに対し，三宝山ユ  

ニットではこの火成作用に対応する形成物は知られていな  

い．また，石炭紀ドロマイトは，各地の相木ユニットに特徴  

的にみられるが，三宝山ユニットからの産出報告はない．中  

生代付加体の形成に関与した海洋プレート層序の比較を要約  

すれば，北部秩父帯と南部秩父帯は共通する点も多いが，無  

視しえない違いも認められるということになる．   

北部秩父帯の基本構造は低角度のパイルナップ構造で特徴  

づけられ，東西性の軸をもつ開いた摺曲構造がこのパイル  

ナップ構造を修飾している．南部秩父帯は高角度北傾斜の覆  

瓦状構造を基本とする．ただし，北部秩父帯でも高角の構造  

がみられる地域があるし，逆に，南部秩父帯でも低角のパイ  

ルナップ構造を呈する地域があるので，現在みられる構造的  

な特徴を過度に一般化することはできない．北部秩父帯では  

構造的に累重するユニット間で形成年代のギャップが認めら  

れるが，南部秩父帯ではそのような現象は認定されていな  

い．   

変成作用については，北部秩父帯と南部秩父帯の付加体  

は，ともに三波川変成帯に向かって変成・変形作用をより強  

く被るという一般性が成立する．なお，北部秩父帯のペルム  

紀付加体（沢谷ユニット）には，トリアス紀の変成作用が認  

定される．  

四国西部の地質からみた秩父累帯の形成史  

地質体が空間的にどのように配置しているのかを把握する  

ことば，その地質体の形成プロセスを考察するうえでの出発  

点となる．秩父累帯の形成について現在多様な考え方が併存  

する原因のひとつには，この出発点となるべき地質体の空間  

分布のとらえ方が収束していないことがあげられる．四国西  

部は，秩父累帯区分の発祥の地である四国のなかでは，例外  

的に黒瀬川帯の構成岩類の分布がとぎれる地域である．黒瀬  

川帯がどのように消滅するのか，また，黒瀬川帯を欠く場合，  

南北秩父帯はどのような空間配置を示すのかは，この地域で  

しか検討できない．ここでは，四国西部における北部秩父帯，  

黒瀬川帯および南部秩父帯の空間分布について，付加体の年  

代や変成作用のデータを含めて総括する．そして，この空間  

分布に照らして，Murata（1982）の大規模デッケ説と磯崎・  

板谷（1991）の黒瀬川クリッペ説を検証する．最後に，四国  

西部秩父累罵の形成について，われわれ自身の基本的な考え  

方を提示する．  
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耶g．6．B10Ckdiagram9ftheChichibuComposit¢BeItinwesternShikoku．  

に向かって変成・変形の程度が弱くなり．非変成の地層碇移  

り変わる．  

2．大東撲デッケ税・黒胤Itクリッぺ脱の検証   

Murata（1982）が示した大規模デッケ説にとって，四国西  

部はデ・yケの構造的累重関係をとらえるうえで鍵となる地域  

である．MⅦrata（1982）は，四国西部の秩父累帯lも南から  

仏像スラスト，魚成スラスト，大野山スラスト，北只スラス  

トの4つの北傾斜のスラストで壊された地質体（デッケ）の  

累重からなると解釈した．今回の検討の結果，デッケ境界の  

ひとつとして位壷づけられている大野山スラストは存在しな  

いことが明らかにされた（松岡，1如8；山北，199ぬ）．また．  

魚成スラストの北西延長線仁鹿島（1967）が示したように細  

荷鉾緑色岩類分布域まで追跡され何らかの東西蛙の断層に  

より北西延長が断たれる状況にはないことが確認された．  

榊原ほか（1998）や梅木・榊原（199のは東西性の大洲一河辺  

川断層を重視しているが．この断層は北部秩父帯内のみに認  

定されるとともに．Mlけab（1982）のいう大野山スラストセ  

は別の場所を通過する．山北（199紬）は，大洲一河辺川断層  

にづいても地棒線進上重要な断層とはみていない．このよう  

に．大規模デッケ説構築に重要な役封を担っているとみなさ  

れる大野山スラストの存在は否定され，ヂッケとされた地質  

体の累重関係も部分的に成立していないことが明らかになっ  

た．   

磯崎・板谷（1991）．に皐って提唱された黒瀬川クリッペ説  

は，（1）親潮川縛の構成岩頬がそれ以外の地質体上にクリγペ  

として構造的に累垂すること．（2）黒瀬川帯の構造的下位を占  

めるとされる南北秩父静軋 向斜構造の両翼をなす連続した  

地質体であることを要請する．（1）については．四国西部で  

は，本来の意味での黒瀬川帯の構成要素（舌期花崗岩類，シ  

ルル・デポン系）を含む地賓体払 南北線をともに北東傾斜  

の断層に挟まれて層状体を奄し，北西に向かって尖滅してい  

る．このように，果瀬川帯の現在の分布形態はクリッベをな  

していない．磯崎・板谷（岬91）が黒瀬川帯の要素とみなし  

た地質件のうち，明らかにクリッぺとしての産状を示すの  

は，本論文で沢谷ユニットと呼んだ古生代の付加体のみであ  

る（山ゴヒ1998b）．このユニットは典型的な黒瀬川帯の構成  

要素を含んでおらず，本論文では北部秩父帯のメンバーとし  

て位置づけている．佗）については，南北秩父帯で岩相的に綾  

似する斗賀野ユニットと上吉田ユニット．三宝山ユニットと  

柏木ユニット秒間でさえも，クリッペの下位で連続する地質  

体であるとはみなしがたい差異が認められる．このように，  

黒瀬川クリサぺ説では四国西部の秩父累帯の空間分布を説明  
することは困難である．  

さ．秩父黒帯の形成史   

最後に．四国西部秩父累橋頑形成プロセスについてのわれ  

われの見解を示す．秩父累帯の付加体払 ペルム紀から白亜  

紀初頭に形成された．南北秩父帯に分布する同年代に形成さ  

れた付加体を比放すると，海洋プレート盾序に類似点ととも  

に明瞭な相違点がみられる．このことから，南北秩父帯の付  

加体は一続きの沈み込み帯の別の部分で形成されたと考えら  

れる（松岡．1997）．この付加体形成を（1はすると，その後の  

主要な地質学件としては，古い順に，（凱北部秩父帯と南部秩  

父帯が横並びとなる事件，榔三枚川変成作用（108Ma前  

後）．（4）南部秩父帯の構造を改変する事件をあげることがで  

きる．（鋸こついては，大規模な槙ずれ運動を想定している．  

その内容は一校岡（19g7）が議論しているように，側方関係  

で別々に形成された南部秩父帯と北部秩父帯が大規模秩ずれ  

連動で重複しているというものである．黒瀬川帯はこの大規  

模横ずれ運動の結果として形成された地帯であるととらえら  

れる．機ずれ連動の活動時期は．付加体形成より後であるこ  

とは碓芙なので，白亜紀古世以降であるといえる．伯）の三味  

川変成作用は，南北秩父帯が共通して被っており，北部秩父   
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帯と南部秩父帯の接合以降の事件であることを示唆してい  

る．したがって，変成作用の年代を示す100Maは大規模構  

ずれ運動の終了時期を規定する．（4）についての根拠は，形成  

深度を異にする南部秩父帯の付加体が，現在は同一の削剥レ  

ベルに存在する事実にある．三波川変成作用を受けた後，南  

部秩父帯の付加体深部相（変成岩）の上昇運動がこの地域に  

特異的におこり，現在の地質体の空間配置が完成した．黒瀬  

川帯の分布の向きが東西から北西一南東に転化したり，さら  

に北西に向かって尖滅したりするのは，この時期の変形の結  

果であるとみなされる．  

ま  と  め  

本論文の主要な結果は以下のようにまとめられる．  

1．北部秩父帯は，ペルム紀付加体（沢谷ユニット：NC－  

P），ジュラ紀古・中世付加体（遊子川ユニット：NC－Js，住  

居附ユニット：NCrJα，上吉田ユニット：NC－Jβ），ジュラ  

紀末・白亜紀古世付加体（相木ユニット：NC－JK）からな  

る．構造的上位から下位に向かって付加体の年代が若くなる  

極性が見られるとともに，上下の付加体間で年代的なギャッ  

プが認められる．   

2．南部秩父帯はジュラ紀から白亜紀古世の付加体（大平  

山ユニット：SC－Ja，斗賀野ユニット：SC－Jβ，三宝山ユ  

ニット ：SC－JK）からなり，構造的上位から下位に向かって  

連続的な付加体の形成が認められる．   

3．中生代付加体のなかで，北部秩父帯の上吉田ユニット  

および相木ユニットは，それそれ，南部秩父帯の斗賀野ユ  

ニットおよび三宝山ユニットと，形成に関与した海洋プレー  

トの層序に閲し多くの類似点がある．しかし，無視しえない  

違いもあり，海洋プレート層序が完全に一致しているわけで  

はない．   

4．四国西部では，黒瀬川帯の構成岩類が南北秩父帯の付  

加体に構造的に挟まれて消滅する．その結果として南北秩父  

帯が直接に接している部分がある．また，北部秩父帯のみな  

らず南部秩父帯にも100Ma前後の三波川変成作用が認めら  

れる．   

5．Murata（1982）の大規模デッケ説に重要な役割を担っ  

ている大野山スラストは存在せず，デッケとされた地質体の  

累重関係は部分的に成立していない．また，四国西部秩父累  

帯を構成する地質体の空間分布は，磯崎・板谷（1991）の黒  

瀬川クリッペ説で説明することは困難である．   

6．四国西部秩父累帯の形成プロセスにおける主要な事件  

としては，古い順に，（1）南北秩父帯の付加体形成（ペルム紀  

～白亜紀初頭），（2）北部秩父帯と南部秩父帯の横並びにかか  

わる大規模横ずれ運動（白亜紀古世），（3）三波川変成作用  

（100Ma前後），（4）南部秩父帯の付加体深部相の上昇運動を  

あげることができる．現在見られる黒瀬川帯の分布様式は，  

四国西部で特異的に起こったこの上昇運動に伴って生じた．  
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用しうるユニット区分を提案した．北部秩父帯には，構造的上位からペルム紀の沢谷ユニット，   

ジュラ紀古・中世の遊子川ユニット，住居附ユニット，上吉田ユニット，ジュラ紀末・白亜紀古   

世の相木ユニットが識別された．一方，南部秩父帯には，構造的上位から，ジュラ紀から白亜紀   

古世にわたる大平山ユニット，斗賀野ユニット，三宝山ユニットが識別された．このユニット区   
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変成作用（100Ma前後）以降に，この地域で特異的に起こった付加体深部相の上昇運動が関   

わっている．   


